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図 6   亜急性期に出現した四肢の膿瘍所見​
敗血症性ショックに対するステロイドを含んだ治療と，STSSに対するクリンダマイシンとIVIGの追加投与によって，ショックや各種臓器不全からの回復を認めた．
その後，眼内炎を含む深在性真菌感染症や胸腔・四肢に散在する膿瘍を併発した．図はすべて異なる箇所の膿瘍を示している．

図 7   急性期から亜急性期の経過​​
入院時から敗血症の治癒までの体温と炎症反応の経過を示した．
MEPM：メロペネム，CLDM：クリンダマイシン，ABPC：アンピシリン，VCM：バンコマイシン，MCFG：ミカファンギン，FRCA：フルコナゾール．
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